
ティルトゥリアヌスの殉教者たちへ
殉教者：信仰の証人（martyr）

第一章

殉教者に選ばれた
皆さん、兄弟たちの
個人の資産からあ
なたのために牢獄
にもたらした食物と
ともに、精神の糧と
なる贈り物も受け
取って下さい

あなたたちを牢獄
にともなった聖霊を
悲しませてはならな

い

聖霊があなたたち
に同伴しなかった
ら、あなたたちはこ
こにいなかったから

牢獄は悪魔の家で
ある

皆さんは悪魔の家
の中で彼の頭を踏
みつぶそうという目
的で牢獄にきた

彼に「私は彼らを憎
しみ、離反、不和に
よって誘惑してやろ
う」などと言わせて
はならない

彼をあなたたちの
目の前から逃げ出
させましょう

あなたたちは自分
たちのあいだでの
一致という武器に
よって防御されてい

る

あなたたち自身の
平和がそのまま悪
魔との戦いを意味
するのだから

ある人たちは、この
平和を教会の中に
見つけることができ
ずに、それを牢獄に
いる信仰の証人
（martyr）たちから
探し求めるのを常と

している

平和をあなたたち
のあいだで所有し、
大切にし守らなけれ
ばなりません

第二章

牢獄の門に入るとき
にあなたたちは俗
世やそのいろいろな
営みからの決別が

あった。

こうした別離があな
たたちを恐れさせな
いようにしましょう

この世界こそが本
当の牢獄であること
を考慮するなら、私
たちはあなたたち
がむしろ牢獄から
脱出したことを悟る

あなたたちは牢
獄から拘置所へ
と移されたと考
えなさい

闇がそこにある。し
かしあなたたちご自
身は光である

あなたたちは裁判官の
上に判決を下そうとし

ている

キリスト教徒は、彼が牢獄の外
にいるときでさえこの世を捨て
ており、牢にいるときにも、牢獄

自体を放棄している

あなたたちが人生
の喜びのあるものを
失ったとしても「より
大きな利益を上げ
るために少しの損
失をこうむるのが商
売のやり方である」

牢獄の中で
は肉体が損
なわれる以
上のものを
精神が獲得
しているの
ではないか

教会の配慮と兄弟たちの愛徳のおかげで肉体が
維持しなければならないものを失っていない

異教の神々に目を向けることがない

偶像に偶然出会うこともない

異教徒の祭りの日に混じり合って参加することもない

見せ物の歓声に悩まされることもない

儀式に参加する人々の破廉恥に悩まされることもない

娼家に自分の目を奪われることもない

あなたたち
は罪への刺
激、誘惑、
不浄な追憶
から解き放
たれている

もはや迫害
からすら自
由である

牢獄は、か
つて砂漠が
預言者たち
に与えたも
のを、今キリ
スト教徒に
提供してい
る

われわれは牢獄と
いう名称をはずして
隠遁の場所と呼ぼ

う

肉は拘束されてい
るが、霊に対しては
自由に開放されて
いないことは何一つ

ない

あなたに示されている
のは神に導く小道で、
その小道を散策すれば
するほど、あなたはます
ます牢獄の中にいるこ

とはない

第三章

洗礼の誓い
（sacramentu
m）の言葉に応
えたそのとき
に、私たちは神
の軍隊での奉
仕に召された

sacramentumはローマ
軍兵士たちの公的誓約
としての「旗の誓い」を意

味していた

兵士はあらゆる種
類の耐乏生活、厳
しさ、不快さがとも
なう幕屋から出撃

する

祝福された皆さん、この
状況がどんなに厳しく
ても、あなたたちの心と
肉体の鍛錬だと考えて

下さい

あなたたちは、
活ける神が競技
会長であり、聖
霊が競技訓練
の責任者の役
割を演じる一つ
の競技に加えら
れているのだと
言える

その月桂冠は
永遠であり

その賞は天使
的本性であり、
また天国の市
民権であり、い
つまでも続く栄

光

そこであな
たたちは聖
霊によって
油を塗られ

あなたたちをこの場所に連
れてこられたイエスキリスト
は、あなたたちの中で力が
増強されるようにと、競技
当日の前に皆さんを軟弱な
状態からより厳しい取り扱
いへと移すことを望まれた

競技者たちも、より
厳しい訓練に委ねら

れるから

競技者たちが努力すれ
ばするほど、勝利の希
望も大きくなる

私たちは牢
獄を私たち
のための格
闘技の競技
場であると
解釈してい
る

第四章

主はより弱い肉
がより強い霊に
奉仕するため
に、また霊から
自らの力を引き
出すために霊は
果断であると宣
言された

霊が霊肉共
働の救済に
ついて、肉と
協議するよ
うに試みま
しょう

肉は刀剣、十字
架、猛獣たち、
火炙り、死刑執
行官を恐れるで

しょう

しかし、霊を自
分自身と肉の両
方に対抗させて
みましょう

それらのことは
確かに苦しいこ
とでありましょ
う。しかし多くの
人々によってそ
れは平静な心
で受け取られ

むしろ名声と栄
光のために自発
的に求められた

これは男た
ちだけの真
実であった
のではなく、
婦人たちに
とっても真
実であった

剣によって
自分の命を
終わらせた
人たち

ルクレティアは自らの貞
節の栄誉を守るために

ムキウスは彼の名声の
ために右の手を焼いた

ヘラクリトゥスは実験の
ために体に牛の糞を

ディドは結婚を強制され
ないために

エンペドクレスはアエト
ナ山の火の中に

ハスドルバルの妻は夫
が降伏するのを目にす
ることがないように

レグルスは敵の許に戻
されることを選び

クレオパトラは毒蛇を自
分の身に

死の恐れは拷問の恐れほどに
大きくはない、という反論

アテナイの
娼婦は圧政
者の拷問を
受けたが自
分の舌を噛
み切った

スパルタの
最も盛大な
祭りはディア
mスティ
ゴーシス、
つまり鞭打
ちである。

肉体と精神
の活力から
生じる地上
的栄光す
ら、人間的
称賛を得る
報酬として
拷問を蔑む

あなたたち
のこれらの
苦しみは、
天上の栄光
と神の報い
の獲得に比
べるならと
るに足らな
い

第五章

ある人々の野心
的欲望が拷問
に対する戦いを
汚している

武器への愛着が人々を剣に
よる殺し合いに促している

自ら闘技場の猛獣の所へ
降りていくことは自惚れから

ある人々は雇われ、燃え上
がる単衣を着て走る

他の人々は皮の鞭の間を飛
び跳ねた

虚栄のために、滅
亡に向かって選ん

だ

主が寛大に計られたの
には理由がある。私た
ちが勇気づけられるた
めに、もし私たちが救済
に至る真理のための苦
しみを前にたじろいだ
なら、あの最後の日に
私たちが狼狽させられ

るため

第六章

野心的欲望から
生じる諸例につ
いて語る事をや
め、私たちはむ
しろ、ごく普通
の人間の運命
自体の考察に
立ち戻りましょう

望んでいな
いのに直面
してしまう出
来事が私た
ちに教えて
くれる

人々はどんなに頻繁に大火
にあって焼け死んだことか

野獣はどんなに頻繁に人を
食い殺したことでしょう

いかに多く人が野盗の刀で
斬り殺されたことでしょう

いかに多く人が拷問を受
け、侮辱を加えられた後
で、十字架につけられて殺
害されたことでしょう

誰でも人間の関わりが原因
で苦しみを受けることがdき

る

神が原因で苦しみを受ける
のをなぜ躊躇するのか

まさに私たちの
生きている現在
が証人となって
くれる

ある一人の人が原因となっ
ていかに多くの人が予期で
きない死に出会っているこ

とでしょう

彼らが死に敵対し
ていた場合には、死
のほうから彼らに
やって来た

彼らが死の側に
立っていた場合に
は、彼の敵の側から
やって来た


